栄養士学生実習（2008年2月19日～20日）

三○短期大学　生活化学科2年　H.R.
＜　2日間、遠方よりお疲れさまでした。一人の研修医さんの縁で、滋賀の片田舎まで来てくれました。私たち医療や福祉に関わる者も、仕事で住民に喜んでいただく仕事をしながらも、逆に住民に教えていただくことばかりです。地域で生活すること、家で生活することの喜びとは？　美味しい食事をすることは、私たちに生きる喜びを与えてくれる、そんな生きる原点に関わることが栄養士の仕事かと思います。今後のますますのご活躍をお祈りします。（畑野）　＞

2008年2月19日(火)

経験したこと

栄養士実習
◆印象に残ったこと・感想

印象に残ったことは、ケアセンターいぶきの管理栄養士さんは患者様一人一人の名前を覚えていて、その方の生い立ちなども把握されていたところです。そしてじゃれあいながらコミュニケーションをとられていました。私は管理栄養士とは栄養面の管理だけを見るだけだと思っていました。しかし、実際患者様と接して様子をうかがいながら、その方に合った食事を考えるのだと教わり、とても勉強になりました。

管理栄養士さんは裏での仕事は目が追い付かないぐらいテキパキと仕事をこなされていました。しかし患者様とはじゃれあいながら楽しそうに会話をされていました。私もこういう管理栄養士さんになりたいなと思いました。

◆今日の気持ち

管理栄養士さんは今日の仕事は少ないほうだとおっしゃっていましたが、私にとってはすごく大変そうで見ているだけで目が回りました。また老健で患者様と接する機会もあり楽しかったです。
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2008年2月20日(水)

経験したこと

午前　栄養士実習

午後　往診

◆印象に残ったこと・感想

今日は管理栄養士さんと、お昼ご飯に患者様が食事をされている現場に行きました。昼ご飯はうどんや白米などした。みなさんとても美味しそうに食事されていて、うどんを1本1本ゆっくりと召し上がっておられていました。よくおかずを見てみると、患者様が食べやすい大きさに合わせて一人一人違いました。一人一人の病状を把握しているからできることなのだと思いました。また患者様が食べやすいかどうかを知るために患者様と目線を合わせて話しかけ情報を得ていました。地道な努力から一人一人を理解し、食事を作れるのだと感じました。大変な面はたくさんありましたが楽しいところもありますます管理栄養士になりたいと思いました。管理栄養士さんは無知な私に丁寧に教えて下さってとても優しい方でした。ここで教わったことは忘れず管理栄養士にむけて頑張りたいと思います。

そして午後は往診に参加させてもらいました。11人のところに行かせてもらいましたがいろんな家庭環境があり驚く面もありました。ただ全ての患者様は無言ながら「生きたい」という気持ちがひしひしと伝わってきました。またご家族の方も先生の言葉を目を見開き聞いておられました。どれだけ地域の方にとって先生は大切なものなのか分かりました。11人のところに行くと付き添っているだけで、体力的にも精神的にも疲れました。しかし先生は患者様やご家族さんを気遣い、話しかけ、治療されておりすごいなと思いました。今回の体験で地域医療の大切さ、大変さを感じました。私も地域の方と接して、患者様を励ましながら助ける管理栄養士になりたいなと思いました。
◆今日の気持ち

今日は最終日なので、これでもかと言うぐらい体が動く限りいろんな体験をしようと思っていました。私なりにその目標は達成できたかなと思い、すっきりしています。また患者様の笑顔に癒されて楽しくすごせました。

